
 

国土強靱化 民間の取組事例 442  被災者等の支援 

地域を守る！ ▶被災者等の支援 20 災害時に支援する 

442 消火活動を迅速化する消防団用スマホアプリの開発 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

青梅商工会議所 
【平成 29年】 

3013105001132 その他事業者 
【サービス業（他に分類されないもの）】 

東京都 

 青梅商工会議所は、平成26年 4月より市区町村が配信する

災害情報と連携可能な消防団向けスマホアプリを開発  運営

している。自治体が配信した火災情報を該当地域の消防団員

にプッシュ通知し、火災位置を地図上に表示するとともに消

火栓等の水利情報や、GPS で消防団員同士の位置情報をリア

ルタイム表示することで消火活動を支援する。 

 長年青梅市の消防団員であった同会議所の幹部職員は、普段別の仕事に就いている消防団員には連

絡ツールが必要と感じていた。位置情報を把握できる ICTを活用した防災アプリの開発に職場で取

組み、同会議所のシステム課職員等の協力で実用化に至った。 

 消防団員向けにメール配信等の仕組は多くあるが、メール不達が問題になる点や、火災位置情報が

文字情報であるため、地図で確認できないなど課題があった。同アプリでは迅速な消火活動のため、

通知と同時に地図を拡大縮小し、周辺道路等を調べることで場所の特定が可能となっている。 

 同アプリは、自治体等から発信された情報から災害情報（火災、鎮火、誤報、迷い人）を判別して

通知する。火災の場合は地図上に火災の場所を自動で表示し、GPS情報で消防団同士の位置情報を

リアルタイムで確認することができる。 

 

▲アプリ上の火災発生現場地図 


